
 
 

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｉ 

 

中
三 

 

文
法
プ
リ
ン
ト 

 

26 
紛
ら
わ
し
い
品
詞
③ 

◇
例
文
◇ 

     

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

助
動
詞
の
「
で
」
は
、
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
形
で
、
「
だ
」
と

言
い
切
れ
る
。 

 
 

● 
 

格
助
詞
の
「
で
」
は
、
体
言
に
つ
き
、
「
手
段
・
材
料
」「
場
所
」「
原
因
」
・

理
由
」
な
ど
を
示
す
。 

● 
 

接
続
助
詞
の
「
で
」
は
、「
て
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
。 

 
 

● 
 

形
容
動
詞
の
連
用
形
「
で
」
は
、「
な
」
の
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

１ 
 

次
の
各
文
の
「
で
」
と
同
じ
は
た
ら
き
を
も
つ
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 

〈
岐
阜
県
〉 

① 
 

質
問
で
心
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
。  

 

（ 

） 

 
 

② 
 

見
る
こ
と
よ
り
ま
ず
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

（ 

） 

 
 
 
 

ア 
 

夜
は
静
か
で
暗
い
。 

 
 
 

イ 
 

外
に
で
て
遊
ぶ
。 

 
 
 
 

ウ 
 

本
を
読
ん
で
話
す
。 

 
 
 

エ 
 

木
で
机
を
作
る
。 

 
 
 
 

オ 
 

あ
れ
は
桜
で
、
こ
れ
は
松
だ
。 

２ 
 

次
の
文
の
「
で
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

○ 
 

こ
の
勝
利
は
、
私
ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
い
。 

 
 
 
 

〈
栃
木
県
〉 

 
 
 
 

ア 
 

彼
の
仕
事
は
実
に
正
確
で
あ
っ
た
。 

 

（ 

） 

 
 
 
 

イ 
 

兄
は
電
車
で
通
学
し
て
い
た
。 

 
 
 
 

ウ 
 

少
年
は
喜
ん
で
旅
行
に
出
か
け
た
。 

 
 
 
 

エ 
 

姉
は
水
泳
の
選
手
で
あ
っ
た
。 

◇
例
文
◇ 

    

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

動
詞
の
「
あ
る
」
は
存
在
の
意
味
を
表
す
独
立
し
た
動
詞
。「
存
在
す
る
」 

 
 

● 
 

形
式
動
詞
の
「
あ
る
」
は
本
来
の
意
味
が
薄
れ
、
上
の
言
葉
を
補
助
す
る

意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
補
助
動
詞
」
と
も
い
う
。 

 
 

● 
 

連
体
詞
の
「
あ
る
」
は
活
用
が
な
く
、
体
言
を
修
飾
す
る
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

１ 
 

次
の
文
の
「
あ
る
」
の
文
法
的
な
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
ず
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。  

 
 

① 
 

人
間
は
自
然
に
対
し
、
あ
る
時
点
か
ら
反
抗
し
た
。 

（ 

） 

② 
 

庭
に
あ
る
桜
の
花
が
咲
き
始
め
た
。 

 

（ 

） 

ア 
 

副
詞 

 
 
 

イ 
 

動
詞 

 
 
 

ウ 
 

形
式
動
詞 

 
 
 

エ 
 

連
体
詞 

２ 
 

次
の
文
の
「
あ
る
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い 

 
 

○ 
 

こ
の
国
に
つ
い
て
は
も
う
調
べ
て
あ
る
。 

 

（ 

） 

 
 
 
 

ア 
 

あ
る
日
突
然
、
春
一
番
が
吹
き
出
し
た
。 

イ 
 

寒
波
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。 

 
 
 
 

ウ 
 

共
通
語
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。 

 
 
 
 

エ 
 

そ
れ
は
、
あ
る
寒
い
日
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

  

◇
例
文
◇ 

       

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

①
は
、「
あ
の
」
が
一
語
の
連
体
詞
で
、
体
言
を
修
飾
し
て
い
る
。 

● 

②
の
終
助
詞
は
、
文
末
に
来
て
疑
問
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

● 
 

③
の
格
助
詞
は
、「
が
」
に
置
き
換
え
ら
れ
、
主
語
を
示
す
。 

 
 

● 
 

④
の
格
助
詞
は
、
上
の
語
と
と
も
に
連
体
修
飾
語
と
な
る
。 

 
 

● 
 

⑤
の
格
助
詞
は
、「
こ
と
」「
も
の
」「
と
き
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。 

● 
 

⑥
の
格
助
詞
は
、
並
べ
る
と
き
に
使
い
、
並
立
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

次
の
各
文
の
「
の
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。  

〈
栃
木
県
・
鳥
取
県
・
秋
田
県
・
兵
庫
県
な
ど
〉 

 
 

① 
 

花
の
咲
く
季
節
と
な
る
。 

（ 

） 

 
 

② 
 

来
る
の
が
遅
す
ぎ
る
。  

（ 

） 

 
 

③ 
 

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
法
を
習
う
。 

（ 

） 

 
 

ア 
 

ほ
ん
の
二
、
三
分
の
出
来
事
だ
っ
た
。 

 
 
 
 

イ 
 

人
を
疑
う
の
は
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
。 

 
 
 
 

ウ 
 

い
い
の
悪
い
の
と
い
わ
な
い
よ
う
に
。 

 
 
 
 

エ 
 

人
の
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。 

 
 
 
 

オ 
 

彼
の
待
っ
て
い
た
日
が
き
た
。 

◇
例
文
◇ 

       

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

接
続
詞
の
「
が
」
は
、
文
や
文
節
の
初
め
に
き
て
、
逆
接
を
示
す
。 

 
 

● 
 

②
は
「
わ
が
」
で
一
語
の
連
体
詞
で
、
体
言
を
修
飾
し
て
い
る
。 

 
 

● 
 

格
助
詞
の
「
が
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
語
に
つ
い
て
、
そ
の
文
節
が
主
語
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

● 
 

接
続
助
詞
の
「
が
」
は
、
活
用
す
る
語
の
終
止
形
に
つ
い
て
「
逆
接
」
を

示
し
た
り
、
⑥
の
よ
う
に
「
単
純
な
接
続
」
を
示
し
た
り
す
る
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

○ 
 

次
の
各
文
の
「
が
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 

〈
三
重
県
〉 

 
 
 
 

① 
 

門
の
外
に
弟
の
声
が
し
ま
し
た
。 

 

（ 

） 

 
 
 
 

② 
 

何
度
も
話
し
合
っ
た
が
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
。 

（ 

） 

 
 
 
 
 
 

ア 
 

つ
ら
い
こ
と
だ
が
、
が
ま
ん
し
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 

イ 
 

や
っ
て
み
た
が
、
思
っ
た
よ
り
楽
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

ウ 
 

わ
れ
ら
が
母
校
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

エ 
 

君
が
く
れ
た
本
は
こ
れ
だ
よ
。 

 
 
 
 
 
 

オ 
 

駅
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、
道
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

で 
「
で
」
に
は
、
形
容
動
詞
の
語
尾
と
、
助
動
詞
、
そ
れ
に
格
助

詞
、
接
続
助
詞
の
場
合
が
あ
る
。 

あ
る 

「
あ
る
」
に
は
、
ふ
つ
う
の
動
詞
と
形
式
（
補
助
）
動
詞
、

連
体
詞
の
三
つ
の
場
合
が
あ
る
。 

ｸ ﾗ ｽ 

 

氏名 

 

の 

「
の
」
に
は
、
連
体
詞
の
一
部
、
格
助
詞
・
終
助
詞
が
あ

る
。
特
に
格
助
詞
の
四
つ
の
働
き
の
見
分
け
は
大
切
。 

が 

「
が
」
に
は
、
接
続
詞
、
連
体
詞
の
一
部
、
格
助
詞
、
接

続
助
詞
の
四
種
類
が
あ
る
。 

① 

あ
の
子
は
弟
で
あ
る
。 

 

（
助
動
詞
・
断
定
） 

② 

広
い
庭
で
遊
ぼ
う
。 

 

（
格
助
詞
） 

③ 

鳥
が
飛
ん
で
い
る
。 

 
（
接
続
助
詞
） 

④ 

波
は
静
か
で
あ
る
。 

 
（
形
容
動
詞
の
語
尾
） 

① 
 

山
の
上
に
、
学
校
が
あ
る
。 

（
動
詞
） 

② 
 

ぼ
く
は
、
中
学
生
で
あ
る
。 

（
形
式
（
補
助
）
動
詞
） 

③ 
 

あ
る
夏
の
出
来
事
で
し
た
。 

（
連
体
詞
） 

① 
 

あ
の
人
が
市
長
さ
ん
で
す
。 

（
連
体
詞
の
一
部
） 

② 
 

な
ぜ
、
君
は
出
発
し
な
い
の
。 

（
終
助
詞
） 

③ 
 

気
の
弱
い
性
格
で
す
。 

（
格
助
詞
・
主
語
を
示
す
） 

④ 
 

峠
の
茶
屋
で
休
む
。 

（
格
助
詞
・
連
体
修
飾
語
を
作
る
） 

⑤ 
 

彼
は
走
る
の
が
速
い
。 

（
格
助
詞
・
体
言
と
同
じ
資
格
） 

⑥ 
 

行
く
の
行
か
な
い
の
と
騒
ぐ
。（
格
助
詞
・
並
立
語
を
示
す
） 

① 
 

よ
く
遊
ぶ
。
が
、
成
績
は
良
い
。 
（
接
続
詞
） 

② 
 

わ
が
国
は
、
平
和
な
国
だ
。 

（
連
体
詞
の
一
部
） 

③ 
 

犬
が
ほ
え
て
い
る
。 

 

（
格
助
詞
） 

④ 
 

寒
い
が
、
外
出
し
よ
う
。  

（
接
続
助
詞
・
逆
接
） 

⑤ 
 

君
は
健
康
だ
が
、
ぼ
く
も
丈
夫
だ
。 

（
接
続
助
詞
・
並
立
） 

⑥ 
 

そ
の
話
だ
が
、
ぼ
く
も
聞
い
た
。 

（
接
続
助
詞
・
前
置
き
） 


